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されること､また DP受容体ノックアウトマウスではサイ トカインの産生が CRTH2受容
体ノックアウトマウスよりも有意に抑制されることを見出し､PGD2受容体の DPが溶出
性中耳炎における炎症性サイ トカインやケモカインの産生促進に関わるという重要な知見
を得たものとして価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
